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京都教会発足 60 周年記念祝賀会 ～都ホテル葵殿にて華やかに開催～ 

10 月 13 日「京都教会発足 60 周年記念祝賀会」が

ウェスティン都ホテルにおいて開催され、宗教界や政

界をはじめ、各界から 60 余名の出席がありました。 

冒頭、教団を代表して中村憲一郎常務理事が挨拶に

立ち、「法華経に示された人間の生き方を知り、本当の

幸せを自分のものにしてもらいたいという庭野開祖の

願いを、京都の地に微力ながらも広めようとして 60

年が経ちました」と述べました。 

祝辞では、門川大作京都市長が「京都の宗教界や政

界のリーダーが一堂に会していることに、心強いもの

を感じます。また、地域の PTA 等の集いでも京都教会

の会員さんが活躍され、しかもそれを表に出さない姿

勢は素晴らしい。さらに、京都市の成人式や車いす駅

伝のボランティア等にも、青年部が活躍されているこ

とも尊いことです」と述べられました。 

続いて登壇された、天台宗妙法院門跡の杉谷義純門

主は、庭野開祖が第１回 WCRP 世界大会の 10 年前に

京都教会を発足させたことに触れ「京都は日本の伝統

文化の源泉であり、宗教都市に発信基地を作ることが

開祖の願いだったのかもしれない。京都教会はお邪魔

しても『よそ』に行った気がしない。比叡山の諸宗教

対話の拠点が滋賀県坂本にあるが、京都からは一山越

えなければならない。そうなると、諸宗教対話に理解

のある佼成会さんでということになり、たびたび使わ

せて頂きました」と述べられました。 

 

続いて、吉澤健吉氏（京都産業大学文化学部教授）

からは「京都教会は全国的に見て、諸宗教対話に対応

出来る教会であり、過去２回の WCRP の受け入れ、比

叡山宗教サミット開催に向けての準備なども含め、唯

一無二の存在です。 

近年では、日本カトリック学校の先生方が集まる機

会があり、京都教会を使わせて頂いたところ、『異宗教

をこんなに笑顔で迎えてくれるところがあったのです

ね』と、先生方が大変喜ばれました」とのエピソード

も披露されました。 

その後、ご来賓の代表者による鏡開きの後、賀茂御

祖神社(下鴨神社) の新木直人宮司より乾杯の発声を頂

き、歓談の時間となりました。 

歓談中、新宗連京都府協議会事務局長だった故山梨

浩志氏の孫にあたる片木希依さんがピアノ演奏を披露

しました。 

最後に、佐藤益弘教会長が「昭和 34 年 12 月 5 日

に発足した京都教会が、先生方に育てて頂いたお陰で

ここまで来られたことに感謝致します。一人でも多く

の人さまに仏さまの教えを伝えていき、精進させて頂

きます」と謝辞を述べ、お開きとなりました。 

 

杉谷義純門主 

 

吉澤健吉氏 
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令和元年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 



２ Ｒ Ｋ Ｋ 京 都 広 報 ２０１９年１１月１日 

今月のことば ～「励まし」と「精進」～ 京南支部 支部長 石田恭子 

日々、ありがとうございます。今月は、京南支部支

部長の石田恭子が担当を頂きました。 

 

はじめに、台風 19 号でお亡くなりになられました

方々の、ご冥福をお祈りさせて頂きます。そして、被

災された方々に、心よりお見舞いを申し上げます。 

 

今月は「励まし」と「精進」を、会長先生から教え

て頂きました。前段の「仏からの励まし」では、仏の

教えに結縁した私たちは、すでにそしてつねに教えを

とおして仏から「励まし」を受けている。また、その

励ましを頂くには、努力と実践が大事であると教えて

下さっています。 

 

後段の「ていねいに生きる」では、暮らしの中にあ

る当たり前のことをなおざりにせず、ひとつひとつ感

謝して実践する事。一人ではなかなか続けることが出

来ない事も、サンガと共に心を磨き幸せを味わう事、

それが精進と教えて頂きました。 

 

怠け心や当たり前の事が出来なくても焦らず、また

歩き出せばよいとのですと、わかりやすく実践出来る

ようにお言葉を頂き、会長先生のお慈悲を感じさせて

頂きました。 

振り返ってみますと、物心ついた時には舞鶴で祖母

が立正佼成会に入会してくれていたことで、仏さまと

のご縁を繋げて頂きました。5 歳の時、両親の離婚か

ら始まり、次々と身の回りで起きる出来事を、親のせ

いにしたり逃げ出したくなったりしましたが、ご法の

縁によって心の支えになって頂ける方が、常にそばに

いて下さいました。それも仏さまからの「励まし」だ

ったのだと…改めて感謝です。 

 

時おり、怠け心がムクムクと出て、好き放題に伸び

る枝葉の如く気ままな振る舞いをすると、身近な仏さ

まである主人に伐採されます。しかし、身近な主人だ

から有り難いです。今一度内省をし、くりかえし焦ら

ず歩き続ける事を、今回のこのお役を通して学ばせて

頂きました。 

 

今年は、京都教会発足 60 周年を迎えさせて頂きま

した。今日まで、諸先輩方が積んで下さった功徳のお

陰さまで、京都教会も青年さん達の底力が湧き出てき

ています。いろんな行事を通しての仲間づくりや、人

に寄り添う姿はとても誇らしく思います。私も、3 人

の息子たち夫婦と 8 人の孫たちに、このご縁を繋げて

行ける良き縁となれるよう、努力精進させて頂きます。

ありがとうございました。          合掌 

 

第 29 回福祉バザール ～晴天のもと、市民が集う～ 

10 月 20 日「宇城久明るい社会づくり運動の会」

主催による「第２９回福祉バザール」が、宇治市総合

福祉会館にて開催されました。 

当日は天候にも恵まれ、多くの皆さまに足を運んで

頂きました。開会は志津川太鼓の演奏から始まり、バ

ザーやカレー、焼きそば、コロッケ等の模擬店が出店

されました。このバザールでの収益金は社会福祉協議

会「ふれあい基金」へ寄付されます。 

最後に、次年の第 30 回目へ向けて、また一丸とな

って取り組んでいきたいという思いを共有して終わり

ました。 
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「核なき世界」と「非戦」の理想 ～清水寺経堂で公開シンポジウム～ 

 

世界宗教者平和会議（WCRP/RfP）日本委員会は 9

月 29 日、音羽山清水寺経堂に於いてパグウォッシュ

会議と共催で「核なき世界と非戦の理想」と題し、公

開シンポジウムを行いました。京都教会からも大勢の

会員が講演を拝聴しました。 

はじめに、核開発や核の被害などに関する VTR を

約 1 時間上映。その後、黒澤満氏（大阪女学院大学教

授）と川崎哲氏（核兵器廃絶国際キャンペーン[ICAN]

国際運営委員）による講演がありました。 

黒澤氏は「軍縮国際法の歩みから見た核兵器禁止条約

の意義」をテーマに 1963 年から始まった核軍縮に関

する国際法の発達について述べ、さまざまな条約が締

結されるものの、弾道弾迎撃ミサイル条約（ABM 条

約）から 2002 年に米国が離脱、トランプ政権下で離

脱が相次ぐことを指摘しました。 

米ソによる２大強国から近年では中国も核を増強。中

東諸国も核を保有しはじめ、世界情勢が変化する中、

米国の核政策には注視が必要であると訴えました。 

川崎氏は「2019 年秋、ICAN の取組と平和への展

望」と題し、講演。取り組みの中で、被爆者国際署名

が現在941万人集まっていることを紹介されました。 

また、第二次世界大戦後は非戦の動きがあったもの

の、戦後 70 余年が経過し、平和に対する反動を述べ

られました。戦争してもいいと発言する日本の国会議

員の存在、日本に限らず国際的にも SNS が炎上する

ようなコメントを投稿する人の存在、それらの人が力

をつけてきていることや、そういう政治勢力も現れて

きていることを危惧されました。 

その後はパネルディスカッションを行い、資本主義

国は国民投票で国の方向性が見えるが、社会主義国は

見えないため難しさがあることを指摘。また北朝鮮が

これだけ核実験をする中で、日本が核武装するのでは

ないかという国際世論の中、核を持たないということ

が日本人の答えだと発言されました。 

閉会挨拶で

は音羽山清水

寺執事補の大

西英玄氏が今

回の開催にあ

たり、フェイス

ブックでのア

ク セ ス 数 が

3,309 回にの

ぼったことを

紹介。世間の注

目を集めてい

たと発言する

と共に、あまね

く門戸を開か

れた清水寺を

今後も活用し

て頂きたいと

述べ、締めくく

られました。 

 

黒澤 満氏 

 

川崎 哲氏 

 

 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【袖すり合うのも他生の縁 

（そですりあうのもたしょうのえん）】 

見知らぬ人同士が道ですれ違うとき、袖がふれ合う

ことがある。それほどささいなこと、わずかなふれあ

いにも深い因縁がある、という意味のことわざ。「袖振

り合うも多生の縁」ともいう。 

「他生の縁」は今生（今、生きている現世のこと）

ではない、前生（過去、前世）や後生（未来、来世） 

にわたる縁のことで、因果応報や輪廻（生まれ変わり）

の考え方がもとになっている。 

 また、袖を使った言い回しには、人間関係を表現し

たものが多い。「袖を振る」とは別れを惜しむこと、

「袖を引く」とは人を誘うこと、連れ立つことを「袖

を連ねる」という。 

 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

「老けこみ方の違い」 

私が立正佼成会の会長になったのは三十一歳の時で

した。頭も黒々としていたのですが、五十年余も説法

してきますと、屋根もだいぶいたんでまいりました。 

しかし、これは自然現象ですから、ちっとも苦にはな

りません。 

今日まで、人さまに一心にご法を説かせていただい

てこれたことがなによりもありがたくて、その日その

日に起こったことを日記に書いたあとに、「今日も楽し

く終わった。ありがたいお手配だった」と書き加える

のです。 

こうして毎日の変化を感謝で素直に受け止める生き

方が、そのまま「生老病死を度（ど）し涅槃を究竟（く

きょう）する」ことだといってもいいのではないか、

と私は思うのです。 

年のわりに老けこんでしまう人と、とてもその年に

は見えない人とがいますね。その差が、年とともに開

いてきて、五十歳を過ぎるとプラス・マイナス十歳以

上になるといいます。 

それは気力の差が大きく影響しているように思えま

す。どんな変化も感謝で受けようとする心から、謙虚

さ、優しさ、楽しさがあふれてきます。幸せの源泉は、

そのへんにあるのではないでしょうか。 

 

「三つのお陰さま」 

私の米寿の誕生日を、たくさんのみなさんにお祝い

していただいてしみじみと思うのは、「お陰さま」のあ

りがたさです。 

「お陰」とは、目には見えない陰の力、はたらきの

ことです。 振り返ってみますと、この世に生を授けて

くださった両親をはじめ、育ててくださった恩師や先

輩の方々、修行を共にしてくださった会員のみなさん、

力を貸してくださる世界の宗教界の先生方……。 

そうした数えきれないお陰さまを頂戴し、仏さまの

お見守りをいただいて、今日この日を迎えられた幸せ

を、かみしめずにはいられません。 

自分の力、多くの人びとの力、そして神仏のご加護

の三つが一つにならないと、どんな小さなことも成る

ものではない、と山田恵諦猊下はいつも教えてくださ

っておられます。 

「幸せとは、ありがとうと言えること」と言われた

方がいました。私は毎日の日記の最後に、「今日も楽し

く一日を終わらせていただくことができた。ありがた

いお手配だった」と書かせてもらうのです。 

 

「卆寿に思う」 

「富嶽（ふがく）三十六景」などの作品で有名な江

戸時代の浮世絵師葛飾北斎のことは、みなさんもよく

ご存じでしょう。葛飾派の祖とされる、すぐれた絵師

ですが、その北斎が、九十歳になって初めて「やっと

納得できる絵が描けるようになってきた」と語ってい

ます。 

私もその九十歳を迎えたのですが、九十まで生きて

くると、また、しみじみと思うことがあるものです。

卆寿ということで全国のみなさんに誕生日を心から祝

っていただいて思うのは、自分が受けてきたご恩にお

返しできたことの、あまりの少なさです。 

これまで、どれだけ神仏のご加護を頂戴し、会員の

みなさんの身を粉にしてのお力添え、励まし、お見守

りをいただいてきたことか……。その大恩を、あらた

めてかみしめずにいられません。 

山田恵諦猊下が卆寿を迎えられたときに、「卆寿の卆

は一兵卆の卆。これから、人びとの後（しり）えとな

って仕える者とならねばならぬ」と語られたお言葉が、

胸によみがえってまいります。  

     （つづく） 

 

１１～１２月の主な教会行事 ●メッセージ 

11月 1日(金) 

4日(月) 

10日(日) 

15日(金) 

 

12月 1日(日) 

4日(水) 

5日(木) 

8日(日) 

10日(火) 

15日(日) 

22日(日) 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

開祖さま生誕会・ 

釈迦牟尼仏ご命日 

朔日参り 

開祖さまご命日 

教会発足記念日（60 周年記念） 

成道会 

脇祖さまご命日 

釈迦牟尼仏ご命日 

教会大掃除 

10 月 13 日の 60 周年祝賀会には多くの先生方に

ご出席頂き、有り難い式典になりました。6 月の記念

式典とあわせて、今年の大イベントが終了し、通年の

「60 周年」が今月をもって終了し、12月からは来年

に向けての 1 ヶ月ということになります。「おかげさ

まで 60 周年 笑顔いっぱいでつながります」のテー

マには、同じ時代を生きる会員同士の横のつながりと

共に、親子のつながり、ご法の継承、時代を越えた世

代の違う会員同士のつながりも大事にしていきたいと

いう願いが込められていたと記憶しています。これは

決して 60 周年に限らず、いつの時代も大切なことに

感じます。これからも皆さん、よろしくお願いします。 


